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榮
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又
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榮
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狀
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①
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f
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n
d

 

w
e
alth 

o
f ou

r

 

towns, 

m
u
c
l
i

 m
o
r
e

 
t
h
a
n

 

f
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c
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f
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c
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i
e
w

 

o
f

 the 

subject 

will 

allow 

o
f no

 sucli conclusion, 

 ̂

 ̂

A

ヤ
ン
.グ
は
更
ら

R
英
侧
兩
國
都
市
の
比
較
を
爲
し
て
次
の

1
表
.を
揭
ぐ

國
ン

敦ン

ジ
グ
ア
フ

1 

ゾ

ジ
ス
ト

ル

ュ
ュ
カ
ッ
ス
ル

力ヤ
ン
チ

H 

ク 

バ

1
ミ
.ン
ガ 

ノ

1

ク
'̂ツ

チ ム 】 ノン

ri

1

ク

グ
ラ
ス
ゴ

I 

パ

ク

ス

僻
ん
释

b

i

l)

、駒

眺

ナ マ ボ 里 巴V

ド 國

1 昂里

T

1
1

グ パ サ

ユン T ? ム ユ ン タ ノ 1*̂

ノ

サ

イ

..欧
洲
戰
輒
明
に
於
け
る
典
佛
雨
國
大
小
奥
制
度
に 

關
す
る
プ
\
サー
ヤ
の
研
究

.

.雙
ユ
號

九

；.i
,1

，を
f
-
M
i



をも
ね̂

;

!

ぼ

 
だK
も
^

も

だ

む

か

化

/:̂
I

圖

'
m

鶴
九
释 

0

5

5,

崎

得

.

^
M
m
m
M
^
.
u
m
m
m
0
^
.
i
$
 ̂

S

t

;
 

ニ
，

•
 

職
す
る
-
ア
Y

サ
i

.
す•
ン
め
の
.研究

 

S

W

 

ニ 
0

倫
敦
ビ
ダ
ブ
タ
ン
ざ
の
人
口
數
の
著
し
く
優
れ
る
之
を
巴
里
、里
那
ご
比
較
す

る
は

始
V

と
.
^

當
の
觀
ぁ
み
、偷

.敦

】

市
の
み
に
て
優
に
巴
里

.里
S
.
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す
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容
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b
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i
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ざ-% 

w
h
i
c
h

 

t
h
e
y

 

return 

ofben.

ャ
ン
グ
は
之
を
例
示
す
可
く
左
の
表
：を
作
れ 

A
n

 

E
n
2i

i
&

 

C
o
u
r
s
e

 

I, 

T
urnips 

;

2
* 

B
a
r
l
e
y

3
.’ 

Q
o
v
e
r

 

: 

c 

- 

‘
 

-
.

4
* 

W
h
e
a
t

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

:
.
2
5

5, 

T
u
r
m
o
s

A. 

^French 

b
o
u
r
s
e

 

;pallow

W
h
e
a
t

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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Barley, 

o
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F
a
l
l
o
w

w
h
e
a
t
*

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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M
W

I

 

O

S)

魏

魄
 

I
孫

3

I
 
O
S
S 

駒

說
 

I
號 

5
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(
D)

英
侧
兩
國
農
業
收
稚
及
收
益
比
較

ヤ
ン
グ
は
佛
國
の
氣
候
ヒ
地
味
ド
を
研
究
し
て
兩
者
共
に
著
し
く
英
國
に
勝
れ
る
こ
ご
を

 

確
.め
れ
ぅ
。殊
に
小
梦
の
耕
作
に
於
て
は
侧
國
の
優
れ
る
こ
ビ
著
し
ご
な
す

Q
I
1
g
.
l

然
る
に
英

 

‘國

於

て

は

】
H 

I

力
I

平
均
の
小
麥
及
ラ
イ
收
糖
は
二
十
四
プ
ク
シ

H

ル
な
る
に
、舰
國

^

 

於
て
は
僅
か
に
十
八
プ
ク
シ

H 
\

に
過
ぎ
す
、然
る
此
十
八
プ
タ
シ
ユ
ル
の
小
麥
孜
ラ
イ

VJ 

僅
少
の
翁
穀

V
J

を
得
る
，

に
過
ぎ
ざ
る
侧
國
の
地
代
は
二
十
四
プ

ダ

シ

H

ル
の
小
褒
及
ラ
イ
ビ

 

俊

-::̂
'なる
泰
穀

>
j

を
産
す
る
英
國
ざ
斯
ん
と
同
額
な
み
、是
れ
實
に
願
著
な
る
事
實
に
し
て
優

 

に
佛
國
小
作
農
の
貧
乏
を
說
明
す
る
所
以
な

the 

political 

institution 

a
n
d

 

spirit 

of the 

govern- 

rr̂
ent: 

Iiaving, 

for 

a

 

l
o
n
g

 

series 

of ages) 

tendedl 

stronglv 

to 

depress 

the 

l
o
w
e
r

 

classes, 

d

 

f
av
o
u
r
a
n 

the 

higher 

ones, 

the farmers, 

in 

tbe greater part of 

France, 
are 

b
i
s
d
e
c
i

 

w
it
h the 

peasantrv, and, 

in 

でoint 

o
f wealth, 

are 

h
a
r
d
l
y

 superior 

to 

the 

c
o
m
m
o
n

 

labourers 
; 
these 

jpoor 

farmers 

are 

m
e
t
a
y
e
r
s
、
w
h
o

 

find, 

nothing 

towards, stocking 

a

 

f
a
r
m

 

びut 

labour 

a
n
d

 

implements; 

a
n
d

 

b
e
i
n
g 

e
xceedingly 

miserable.

けhere 

is 

r
a
r
d
y

 

a

 

suf^ldency 

o
f

 the 

latter 

斯 

の
如
き
貧
農
民
と
斯
く
の

'如
き
劣
れ
る
經
營
，ご
 

を
以
て
す
る
侧
國
の
農
業
が

】
—

力
，I

僅
-か
に
十
八

.

V

タ
シ

H .
A

を

‘'收
躍
す

V

るI

に

過
.ぎ

ざ
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h
e
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.
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.

.
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.

.
:
.
^
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o
r 

B
e
s
s

1
0
. W

h
e
a
t
,

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
M
n

II* 

r
u
r
n
i
s

§
1

城 

n
©

6
. 

Barley, 

o
r

 

O
a
t
s

V 

f
a
l
l
o
w

s. 

W
h
e
a
t

.

.

.

.:

.

.

.

.

.

.

.iS

で
.

Barleys 

o
r

 

O
a
t
s

 

1
9 

F
a
l
l
o
w

II. 

W
h
e
a
t

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
:
,
I
S

即
ち
十

一

年
間
に
英
農
は
侧
農
に
比
し
小

森
！！！

プ
ク

シ

H

ル
☆
け
多
く
收
稚

す
。
右
を
金
額
に 

換
算
す
る
ビ
き
は
、

か

K
n
g
l
i
&

 

S
v
s
t
e
m

 

W
h
e
a
t

 

7
5

 

び uslids 

@

 

j；/i

z
s
p
n
n
g

 

C
p
m
,

 three

&
ゴ 

G

)

, aj)

i
8 

I" 

o1
I

n

F
r
e
n
c
h

 

Svste
3

 

/Wheat: 
7
2

 
bushels' 

@

 

ハ！i

S
p
r
i
n
g

 

S
3

, three

o)*J c3

な
 

iS 
な
.oyy. 
o
v

c
r
o
p
s

 at: 

,
3
2 

.びus
h
d
%

 

q6

 iDushds 

®

 

2/

ひ

c
o
v
e
r
,

 

t
w
o

 

〔
rops 

rurnlps^ 

three 

r
r
o
D
S

i?er 

acre 

T̂
er 

year.

1 2

ミ 

oど
 

6
》

o))

ひニ 

oご
0
3

4
ヤ
>

3
?j '々

v

c
o
p
s

 

at 
2
0 

bushels, 
8
 

bushels 

%

 

2
/
6

7
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H
o
,
" 

o
v
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M

0i：

英
國
農
業
牧
猛
は

】
H

1
力

I】

筒
年
三
癒
十
七
志
八
片
、傭
國
同
上
ニ
硫
六
志
圓
片
の
結
果 

を
得
、兩
國
農
業
の

®
劣
此

！

事
に
徵
し
て
ま
ね
多
言
の
要
な
き
を
知
る
な
も 

(

E〕

侧
國
耕
地
糊
廣
の
弊
害

ャ
ン
ダ
の
侧
國
跳
地
制
度
論
は
職
せ
て
第

一

卷
第
二
部
第
十

r

章
に
あ
ら
彼
は
佛
國
の

#

: 

作
制
度
：を
考
察
す
る
じ
五
點
あ

i

マ』

し
て

1
1
)

小
所
有
田
制
度

(！
一 )

金
納
小
作
制
廣
§

)

封
建
的
占 

:

地
制
度

@

s

小
：£：

制
廣

(

五)

分
益
敷
制
度
を
擧
げ
れ
ケ
而
し
て
日
く
小
所
有
由
制
奥
略
し
で
小

:

欧洲戦乱

.明
！

.1 

於け
る
英
佛
雨
國

4<

小
農
制
，度

11 

腦
.するアーサ
！
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f.
5
I

:!=rrrr:3calisi;/l!awe;=:̂
22!a?5ŝ

'?̂
ŝ
5s!9i!tA

站
九
盤

(

ニ

旧

！
^

ン

 ̂
.
 

%
-
.
,■,
織
湖
戦
得
做
に
於
け
る
英
ぜ
雨
國
大
小
農
制
度
：！

，1

l
,
i
: 

.‘、、

.1

こ
に
ノ
、 

S

關
ま
ア
サ
，ネ

V

ク
め
i

,

>
 

0
$
 

ニ
六

塵

は

英

國

於

て

到

底

，想

像

：だ
，：も

及

ぱ

ざ

る

程

度

、に
於

.て
國

中

に

普

及

せ
K
妹ふぐルシ

：
b 

ラ：ン
グ
ド
タ
ク
ン
地
方
，

Y
ルン：づ

n

ァ
 ̂

01

部

.ぞ，V

女

"
^

及
！？

レ
1

V
に
於

v
^

甚
し
ご
な
す
。

T
T
^
,

ン
ド
ル

•

ァ
，
ル
サ

‘
グ

ぶ

.\

ン：等
！

R

て
は
此
等
小
農
の
狀

 

態
必
す
し
も
愿
か
ら
す
、づ
プ
レ

ク

二

ユ
に
於
て
は
富
‘有
を
以
て
稱
し
得

可
き

も
の
亦
な
&
に

 

ら
す
、然
れ

〜

も
全

體

ビ

し

て

見

る

ご
き

は
、

4

 

&

 

h
/

レ

で

#

ダ

4
"
^

 

を
‘營
み
諧
子
の
開
に
土
地
を
分
制
す
る
が
爲
め
に

|b；

は
盤
貧

£

赴
い

^

聊
か
い
。其
極

端
な
る
，
 

も
の
に

}

S

ぐ

て

は

唯

】

株

の

果

樹

に

ょ

*
^
て
生
計
を
立
つ

る

も
の
す
ら

わ
る
に

至
る
。金
納
小

 

作
は
ピ
力

I

’デ

1
;7

「

ト
ァ
、其
他

.に
於
て
之
を
見
る
可
し

V
J

雖
も
全
體
を
通
じ
て
云
へ
ぱ
佛

 

國
の
五
分
の

j

又
は
六
分
の

R

行

は

る

る

に

過

ぎ

す

封

離

的

占

地

制

度

は

プ

U

タ

ュ

ジ

巧

ザ

ン

等

-
C
N

て
、其

農
民
の
狀
態
は
切
迫
せ
る

も
の
な
り

n與
小
作
殊
に
小
數
ポ
の
獨
ト

n

 

- 

は
分
餘
農
の
行
は

る
る

地
方
に
之
を

見
る

可
く
、孙

S
農
は
働
國
の
土
地
の

A
分
の
七
を
ぃ

a

む 

る

他
度
に
し
て
、

K
農
民
の
生
游
は
極
め
て
悲
慘

な
る
も
の
な

り
ご
が

く
て
ヤ
ン
グ
は
三
®
の

. 

間
题

5
就
ヤ
更
ら
に
詳
論
す
、

n
)

分
餘
の
不
利
、金
縮
制
度
の
利
三

)
.大
小
農
問

®

3
D
小
農
取
し
て 

利
.，̂
^
>0
.
や
是
.な

農

，
に

就

：
て

は

日

<

,

■ 

g

..i

This sudiect m
a
v

 

b
e

 

easily 

dispatched 

; 

for 

there 

is 

not 

o
n
e

 

w
o
r
d

 

to 

b
e

 

said 

in 
favour 

of the

JDractioe, 

a
n
d

 

a

 

t
h
o
u
s
a
n
d

 

a
r
g
u
m
e
n
t
s

 

that B
i
g
h
t

 

b
e

 

u
se
d 

a
g
a
l
s
t

 

it.

so
b 

に
：̂

て

ヶ
、
1
^
1
の
主
張
す
る
所
全
く
ャ
ン
グ
に
同
じ
今
®
論
せ
す

さ
て

第11、

第
三
の

問

®

を
考
梵
す
る
に
就

て
、
ャ
ン
グ
は
抑

も

國
の
立
湯

ょ
れ

見
て
河
を
以

て
度
業

M
度
の
適

杏
を
定
む
可

&

德
举
ビ
お
す
可
き
を
論
じ
て
五
‘®
を
舉

ぐ
。
日
く
ニ

)

總
收
稷

§

知
れ
き
動

S

制

5

{
む

,

ド
0 
ニ
純
收
盤
多
き
を
取
る

…
1

®

も
參
數
の
人
口
を
養
ひ
得
る

®

^

^

、s 

-
^

(

s
翻M

 

^
数

4

一

§

み
*

§

® ,
2

す
S)

市
揚
に
搬
出
し
得
る
傭
穀
多
き
を
最
良

 ̂

し
す
。彼

は
此
五
頂
を
比
較
し
て
ニ

 )

ょ

义
四)

ま
で

は
何
れ
も
最
高
の
標
準
ど
成
し
難
き

を

a
き、比較
的
し
き
標
举
は

(

五)

な

-
ざ̂
す
。今
此
襟
準
に
ょ
て
息
る
ド
"き

は
、
#
國
に
於
て

キj

ゴ
‘マ

ボ

シ

い

か

い

ダ

ず

、エ
い
力
ー
の
耕
地
堪
位
を
最
も
適
切
な
ゐ

W

す
、然
る
に

f

け
ァ
ル

パ
ン
乃
至
ニ

'百
ァ
ル

\

シ
を
平
妈

V

し
す
る

.

國
の

.ル
服
は
此
標
準
，に
合
は
ざ
る
甚
し
き
も
.の
 

、ふ 

K
V
O
% 

C Hh
e

 m
a
n

 

is 

p
o
o
r 

; 

a
n
d

 

n
o

 

p
o
o
r farmer 

c
a
n

 m
a
k
e

 

those 

exertions 

that 

are 

d
e
m
a
n
d
e
d

 

for

g
o
o
d husbahi^ry; a

n
d

 H
s

 f^overty is necessarily In proportion to the 

sniallnesf? 

o
f li!s 

f
a
r
m

 
な

- ̂
ご.卞
サ

せ-
V

威

！
^を#
ふ
の

道
か

唯

小

農

を

.改
め
，
.て
，
土
地
肥
伏
.な

☆
:
所
に

V

は1
1

百
五
千
乃
至

S

百

v
^
-
^
v /

一，
n

5
 

;
V

ぃ

 ̂

，つ
敞.洲
戰
亂

明

！

2,:̂

け

資

鄉
爾^y

小
農
制
使
じ-
:
,

第1
#

 

-

1
,
1

ヤ
 

"パ
九t- 

0

6プ)

レ

®

關

す

る
T

サ
1
0ヤ
ン
S

饼
究 

.

■1
illIfh

ĉ
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-*a:%>r̂
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Iĝ
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r
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I

 

二
八
.

H

1

力

I

土
地
？

ね
る
所
に
て
は

.ル

を

以

て

經

營

單

位
,
，

爲
す

R 

あ

i

ご
英
國
の
實
例
は
賞
に
之
を
明
證
す
。

m
a
d
e
,

 

U
P
S

 

t
he'whole, 

a

 

m
u
c
h

 

greater 

progress 

& h
n
s
l
t
u
r
e

 
t
h
a
n

 

a
n
y

 

other 

s
u
n
t
l
y

 iu 

E
l

e
; 

a
n
d

 

great 

f

i
 h

a
v
e

 

absolutelv 

d
o
n
e

t

プ

w
.
1
e
、

 ̂

 ̂
^
パ

然

さ

.雖
も
デ

 ̂S
i

 4

 

r

ざ

i

 i
.

か
か

§

 

I
j

 I..か
：
，
；
3 

%

 %

わ
い

r

の

?
r
?
t

ぶ

•
.わい
：

か
か
ダ
ン
軟

S

I 

§
1 

r 

I

 

r 

I

お

ニ

-
^

f

 f

 
イ

ン

?
；
:

 

?

 f

、め、の

 f

 f

 

ぐ
の
 i

 

ぃ
ぬ
 

G

i
 

I

I

 6

 

£

 

£

 
ニ

 .
4

 4
..

ぱ

り

®
§
.

d
ぎ

£
い

わ

い

断

ニ

ど

&

ぃ

ぃ

か

る
所
な

<
：N

ビ
0 

,

御

-
^
經

營

單

位

化

就

て

の

み

な

ら

す

所

有

な

も

亦

ね
佛

國

の

如

く

小

な

る

は

下

さ

力
 

S

彼

か

館

ニ

段
に

於

て

論

す

る

所

な

ら

元

ま

小

地

主

S

S

筵

多

々

？

る
こ

彼

の

明

か

£
sむ
る

S
して

、『i 
£

 i

 

?

は
彼
の
終
始

1

6
て

t
 Z 

る所な

.

.

CS 。

日く

m

I
i

1

I

I

I
vt
•t •

thol^gh 

die 

n
dをa

n
d
t
y
-
1

 

m
e

け with, in 

a

 

great 

variety'of" 

instances 

o
n

 

Uttle properties, 

w
a
s

 as 

b
a
d

 

as 

c
a
n

 

w
e
l
l

びe 

conceived, 'vet 

the 

industry of the 

IDOSSessors w
a
s

 so 

conspicuous, 

a
n
d

 
so meri-

t
o
n
u
s
,

けhat 

n
o

 

c
o
m
m
e
n
d
a
t
i
o
n
s

 

w
o
u
M

 

びe to。
great 

for 

it

.

.

.

.

.I 

lolow 

of 

o
o 'way 

so 

sure 
o
f

carrying 

tillage 

to 

a

 

mountain,topJ 

as 

b
y

 

p
e
r
m
s
t
i
n

力 th

ひ adjoining 

viltap-ers to 

acquire 

it in D
r
9

 

perty 
‘

予
は
實
に
ラ
ン
ゲ
ド

タ
ク
の
山
間
地
方
に
於
て
震
民
が
自
己

.所
有
地
を
開
懇
す
る
®
め
土
を

籠
に

® 
☆
て
山
上
に
述
ぶ
を
さ
へ
見
た
と
所
有
の
魔
力
實
に
驚
く
可

k

然

y
j

雜
も
佛
國 

C
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